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グラフ分析：全自交労連は昨年１１月に「２０１１春闘、生活・労働実態調査を実施しま

。 、した それによると組合員の年収の平均は２８３万円で昨年より若干低下しているものの

年収低下に歯止めがかかったようで、これも増車と新規参入ストップ、運賃の自動認可枠

への収斂など、タクシー特措法の効果と見ることもできます。 しかし、組合員の特措法

、 。による効果の実感は薄く また営業収入の低下が続いていると応える人も７割程度います

経済情勢の悪化もあって、いまだ私たちの賃金の回復・改善に至っていないことが調査

結果に現れていると言えます。２０１１春闘は特措法を背景に実感できる労働条件改善へ

取り組むことが求められています






